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はじめに

財団法人国際湖沼環境委員会では、水資源開発公団琵琶湖開発総合管理所からの請負業務とし

て、平成 5年度から世界の各地域の湖沼環境の調査を実施してきた。

この調査の最終年度である平成 9年度には、アフリカ大陸を対象に調査するとともに、これま

での調査の結果を統合的に取りまとめ、世界の湖沼管理における琵琶湖の管理の位置づけを明ら

かにすることとされた。この報告書は、その取りまとめである。当財団の世界湖沼データを中心

とする世界的の主な湖沼データ集成をもとに包括的な分析、評価を行った。

また、この報告書には、平成 9年 10月にアルゼンチンで開催された第 7回世界湖沼会議の概

要報告を加えた。これは当財団科学委員によるまとめを編集・翻訳したものであり、各国あるい

は各分野における取組みが紹介されているばかりでなく、それぞれの分野における世界的な専門

家の評価報告でもあるので、大いに参考になるものと考えている。

この報告書が、世界の湖沼の保全とともに、地元の琵琶湖の管理のいっそうの強化のお役に立

てれば幸いである。

平成 10年 2月

財団法人国際湖沼環境委員会

理 事 長 　 山 崎 　 圭
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